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前田　正治
　天水地区小学校の統合に向け、校舎
増改築工事基本設計費が計上されてい
る。地域住民から、統合場所等の見直
しを求める陳情が提出されており、合
意形成が図られていない状況での事業
推進は時期尚早ではないか。

前田　正治
　国をあげて推進するマイナンバーカードの普及は、個人
情報の利活用のメリットを掲げるが、情報流出の不安は避
けられず、取得を推進する事業には反対である。

中村　慎吾
　新しい学校づくり委員会では、様々
な教育課題を幾度も協議し、関係保護
者アンケートでは施設一体型の小中一
貫教育に多くの賛同を得た。その後区
長会や住民に対して6回の説明会が行
われ、統合に向けた合意形成は図られ
たと考える。

大野　豊重
　産業や経済、市民生活の中に数多く実装されているデジ
タル技術のグローバル競争は激化している。行政の効率化
と住民サービスの向上を図る上でもマイナンバーカードの
普及と付随する環境整備の対策は必要である。

立川　信之
　新しい学校づくり委員会での協議、
関係保護者へのアンケートや地域住民
等への説明会では、いずれも天水中学
校に併設した小学校統合を望む声が多
かった。周辺の災害対応も整備が進ん
でおり、今後も対策を強化していく点
を考慮し、事業を進めるべきと考える。

	 議第９号　天水小中学校校舎増改築の設計費
	 陳第１号　天水中校区小学校の統合場所等の見直し

議第９号　マイナンバー取得推進関連
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議第９号 令和５年度玉名市一般会計予算 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議長×〇×〇〇
原案可決

（賛19、反2）

※新生…新生クラブ／第二新生…第二新生クラブ／自友…自友クラブ／創政未来／無会派…会派に属さない議員

○…賛成　×…反対

陳情　審議結果

件　　　　名 所管委員会 委員会結果 本会議最終結果

陳第１号 天水中学校区小学校統合場所等の見直しを求める陳情 文教厚生 不採択
（賛成なし）

不採択
（賛成少数）

令和４年
陳第４号 政務活動費の使途基準運用指針と収支報告書の審査事務の見直しに関する陳情 議会運営 継続審査

（全員一致）
継続審査
（全会一致）

議案の審議結果

議番号 議　　　案　　　名
議第１号 令和４年度玉名市一般会計補正予算（第9号）
議第２号 令和４年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号）
議第３号 令和４年度玉名市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）
議第４号 令和４年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第4号）
議第５号 令和４年度玉名市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第4号）
議第６号 令和４年度玉名市水道事業会計補正予算（第4号）
議第７号 令和４年度玉名市公共下水道事業会計補正予算（第4号）
議第８号 令和４年度玉名市農業集落排水事業会計補正予算（第4号）
議第10号 令和５年度玉名市国民健康保険事業特別会計予算
議第11号 令和５年度玉名市後期高齢者医療特別会計予算
議第12号 令和５年度玉名市介護保険事業特別会計予算
議第13号 令和５年度玉名市浄化槽整備事業特別会計予算
議第14号 令和５年度玉名市水道事業会計予算
議第15号 令和５年度玉名市公共下水道事業会計予算
議第16号 令和５年度玉名市農業集落排水事業会計予算

議第17号
玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

議第18号
玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

議第19号
玉名市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

議第20号
玉名市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

議第21号
玉名市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について

■全会一致で可決した議案
議番号 議　　　案　　　名

議第22号
玉名市⼦ども・⼦育て会議条例の一部を改正する条例の制
定について

議第23号
玉名市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

議第24号
玉名市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議第25号
玉名市食料・農業・農村基本条例の一部を改正する条例の制
定について

議第26号 玉名市岱明磯の里条例を廃止する条例の制定について
議第27号 玉名市景観条例の一部を改正する条例の制定について
議第28号 玉名市博物館条例の一部を改正する条例の制定について

議第29号
玉名市立小中学校運動場夜間照明施設条例の一部を改正す
る条例の制定について

議第30号
玉名市立小中学校体育施設等使用料条例の一部を改正する
条例の制定について

議第31号
熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び
規約の一部変更について

議第32号 普通財産の無償譲渡について
議第33号 普通財産の無償貸付けについて
議第34号 普通財産の無償貸付けについて
議第35号 市道路線の廃止及び認定について
議第36号 工事請負契約の締結について
議第37号 工事請負契約の締結について
議員提出
第 １ 号

玉名市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

令和５年度令和５年度
一般会計予算一般会計予算

４つの特別会計と４つの特別会計と
公営企業会計公営企業会計

前年比16億円増前年比16億円増
前年比２億円増前年比２億円増３４１３４１億円億円
２３１２３１億円億円

　３月定例会では、市長提出議案

37件（予算16件、条例14件、その

他7件）を可決した。また、議員提

出議案で市議会の個人情報保護に関

する条例制定を可決、陳情2件のう

ち天水中学校区小学校統合場所等の

見直しを求める陳情は不採択とし、

継続審査1件とした。

令和５年度 令和５年度 市議会が注目する事業市議会が注目する事業

原案賛成
原案賛成

原案賛成

私私はこうは こう考考える!!える !!討論

原案反対 原案反対

原案反対

議第９号 陳第１号
陳第１号

議第９号

会期　２月24日 ▼３月23日	28日間
令和５年　第１回定例会（３月）

可
決

　天水地域内のどこでも乗降

できるタクシー運行開始。

９７２万円

　公共施設の利活用や中心市

街地活性化のため全体構想（グ

ランドデザイン）に取り組む。

９４万円

　令和５年４月から、助成対

象者は高等学校修了前までに

拡大。	 ２億８,５８３万円

　令和９年４月開校を目指し、

校舎等の基本設計を実施する。

１,７９５万円

　市税・使用料のコンビニ納

付やキャッシュレス決済を導入。

７６０万円

おれんじタクシー運行

まちなか
未来プロジェクト

子ども医療費助成の
対象者

自治体ＤＸ推進

天水小中学校校舎
増改築の設計費

税金のコンビニ収納導入

概要：	小学校の統合に向けた費用を、令和５年度一般会計に予算化。
	 一方で、地域住民から災害リスクを懸念し統合場所等の見直しを求め陳情書が提出された。

請求書払い 玉名市

支払う

　市公式ＬＩＮＥカスタマイズや　市公式ＬＩＮＥカスタマイズや

ＡＩ技術を活用し業務改善。ＡＩ技術を活用し業務改善。

１,４８１万円１,４８１万円
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玉名駅屋外トイレ完成（３月補正）について
質問 地場産業の活性化に期待するが、入札参加者

数と、その中に地元業者は。またトイレの
建築方法は。

答え 	建築法がプレハブ工法で工期も短いため、
参加業者は６社で、多くが市外のリース会
社である。

新玉名駅周辺整備の進捗は
質問 進出意欲を示されている企業からは何社くら

いの問合わせがあっているか。

答え 	条件等の問合わせや具体的な交渉も含め、
住宅系や商業系の企業等から併せて23社の
問合わせがあっている。

燃油価格緊急補填事業補助金（３月補正）に
ついて
質問 コロナ禍で燃油価格高騰の影響を受けた方

への支援総額と対象者は。

答え 	令和３年12月から令和４年４月まで分と
11月分の追加交付分で、補助総額約6,367
万円、支援件数は844件である。

骨髄等移植の増加に向けて
質問 骨髄移植ドナーへの助成金額は。

答え 	ドナー登録の拡大及び骨髄等提供しやすい
環境づくりの推進のため、１日当り１～
２万円を助成す
る。

空き屋の利活用状況
質問 空き家活用促進モデル事業補助金を活用し、

移住者等が空き家を購入した実績は。

答え 	空き家の購入実績はないが、定住実績は第
二次補助（平成28年から令和４年度）で
204件、第三次（令和３年から４年度）で
新規59件の利用があった。

改正後のスクールバス運行規則
質問 ･玉陵、大浜、小天と各小学校の状況

は様々だが、スクールバスの規則は
同じ運用か。

答え 市の規定に基づき運行しているが、
距離的要件に一部誤
解もあり、新たな検
討委員会を設置し、
柔軟な対応を目指し
協議していく。

市道枦
はぜども
塘線（天水）の

廃止及び認定
質問 ･廃止する路線の状況は。

答え 県道熊本玉名線の一部
が、交差点改良により
市に移管されることで、
市道枦

はぜども

塘線を路線延伸
する。

交通災害事務を脱退
質問 ･熊本県市町村総合事

務組合の構成団体で
ある市が、交通災害
事務を脱退する理由は。

答え 大半の方が任意保険
に加入されている状
況で、民間の自動車
保険制度も充実して
いるため。

学校運動場	 	
借用時の利便性アップ
質問 ･夜間照明の使用料を別

に定める日までに納入
とは。

答え 使用料はこれまで前納
であったが、利用者の
利便性を考え、翌月末
までに支払う制度に変
更する。

岱明磯の里、今後の	
活用は
質問 ･令和4年度末に条

例が廃止されるが、
建物はどうするのか。

答え 建物は、磯の里会
の総意として必要
時の貸出しを要望
されており、当面
は存続させる。

天水小学校	 	
統合見直しに陳情提出
質問 ･学校再編に地元への十分な説

明と合意形成は図られているか。

答え 地域住民等で組織する新しい
学校づくり委員会で９回協議、
施設一体型の小中一貫教育推
進のアンケート後に６回の説
明会を実施し、合意形成は図
られたと認識している。

天水体育館中規模改修
質問 過疎債利用で大規模改修を考えては。

答え 	過疎債を利用した大規模改修となれば、元
の地盤から見直す必要があるため、中規模
改修で考えている。

ウクライナ避難民の受入は
質問 ウクライナ避難民支援事業とあるが支援状

況は。

答え 	受入れ計画では、玉名市に２世帯。玉東町
にはすでに４世帯13人が生活されており、
残り２世帯も近々来日予定。

天水の小学校統合場所は適当か
質問 防災の面でも浸水被害の不安はないか。

答え 	天水中学校まで浸水した事例はほぼなく、
下流の排水機場のポンプや石橋川の浚渫
(しゅんせつ)など環境改善を図っている。

旧玉名中央病院跡地の今後は
質問 病院の建物を解体した後の利活用はどうなる

見込みなのか。

答え 	令和５年度に解体され、市に譲渡される予
定だが、エリアを結び、市全体を俯瞰した
長期的なグランドデザインを考えていく。

審査日程･ 予算決算　3/10、13、14
･ 総　　務　3/15
･ 建設経済　3/16
･ 文教厚生　3/17

玉名駅西側に設置された屋外トイレ 新玉名駅周辺

天水体育館

をチェックをチェック予算予算
予算決算委員会での主な審査内容。

３月定例会は、新年度予算を
決めるトクベツ な会議です

条例・その他条例・その他 の議案は、　　総務・建設経済・文教厚生３つ委員会で審査しました。



67 2023.5.1 たまな市議会だより　No.702023.5.1 たまな市議会だより　No.70

その他の質問その他の質問

その他の質問その他の質問

その他の質問その他の質問

1-3 徳村

⽟⽟名名市市がが実実施施すするるががんん検検診診受受診診率率  

■肺肺ががんん          １１１１..２２％％
■胃胃ががんん ７７..４４％％  
■⼦⼦宮宮頸頸ががんん１１６６..３３％％
■乳乳ががんん     １１５５..００％％
■⼤⼤腸腸ががんん    ８８..６６％％

令令和和３３年年度度実実績績  

受受診診率率向向上上対対策策ととししてて、、節節⽬⽬のの無無料料ククーーポポンン券券配配布布、、受受診診勧勧奨奨
通通知知のの郵郵送送、、広広報報紙紙・・ホホーームムペペーージジででのの周周知知をを⾏⾏っってていいるる  
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質･問
指定管理者の選定方法や評価

の透明性を確保するには事務

処理の見直しが必要では

　指定管理施設の運営は、施設特有の
魅力を最大限に生かし、住民の福祉増
進が図られなければならない。そのた
め、指定管理者の選定方法や評価の透
明性が必要。市民や外部有識者による
検証が不可欠であり、現行の事務処理
方針を見直してはどうか。

企画経
営部長

選定方法や評価の透明性確保

のため、事務処理方針の見直

しを検討する

　指定管理者制度は、利用者ニーズに対し
て、民間事業者の活力やノウハウを生かし
たきめ細かな質の高いサービスの提供や、
経費の縮減を目的としている。指定管理者
の選定については、今以上に施設の独自性

を考慮した審査基準とし、評価の透明性向
上、市民や外部有識者による検
証等の見直しを事務処理方針の
中で検討しながら、制度の効果
を向上させる改善に努めていく。

質･問
市役所周辺の浸水被害対策として、

岩崎排水機場の維持管理計画の現

状は

　老朽化した岩崎排水機場の維持管理につ
いては、令和３年12月の一般質問で取り
上げたが、県や国への要望を行うなど、そ
の後の進捗は。また、流れてきたゴミを取
り除く除塵機の設置が当施設にも必要では。

産業経
済部長

運転管理者などによる点検やメン

テナンスを行いながら維持管理に

努めている

　岩崎排水機場は、平成31年度までにポ
ンプを分解して点検や修理を実施し補修を
終えて稼働していたが、更に排水管の逆流
を抑制する装置に腐食が見つかったことで、
機能低下が懸念されたため、調査設計を行
い令和７年度の改修工事を目指す。
　また、除塵機の設置については、ゴミな

どの吸込みによるトラブルの報告はないが、
今後の運転状況を確認しながら検討する。
補修などを行う際の補助も少な
く苦慮しており、引続き県など
に補助の拡充も含め要望してい
く。

質･問
がん検診の受診率アップで健康寿

命を延ばし、医療費抑制につなげ

よう

　がん検診受診率向上の３つの対策を聞く。
①以前要望した胃がん対策のピロリ菌検査
導入の進捗②子宮頸がんHPV9･価ワクチ
ンの定期接種化に向けた周知方法③小中学
校におけるがん教育の取組み

健康福祉
部長ほか

受診勧奨や受診環境の整備に努め

ることで、受診率向上につなげて

いく

　①重要性は認識しているものの、導入に
は至っておらず、県下の導入状況を踏まえ、
今後、具体的な検討を進めていく②令和５
年度から新たに対象となる者に対して、個
別通知を行うとともに、広報紙、ホームペ
ージ、ライン等により周知を図っていく③

学校では、保健の授業で、がんの特徴だけ
でなく、生活習慣と関連していること等を
予防の観点からも学習している。
更に中学校では、健康診断や健
康相談など、健康を守る社会の
取組も学んでいる。

◦	職員の笑顔あふれる
接遇

◦	下水道の維持管理

◦	玉名市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略

◦	安心で安全な子育て
環境の整備

◦	支え合い助け合う地
域社会の構築

▲装置に腐食が見つかり令和７年度
に改修工事を目指す岩崎排水機場

質･問
災害時の情報収集に役立つ防災行

政無線の戸別受信機の利用状況は

　高齢者や身体障害者世帯には、防災行政
無線の戸別受信機の条件付き貸与が開始さ
れている。安心メール等での情報収集に不
慣れな方にとっては、災害時等の情報収集
手段として大変役立っている。そこで、現
在の貸与状況と今後の取り組みは。

総務
部長

貸与世帯数は２月末現在で43件。

安心メール等と併せて、更なる周

知を図る

　災害時の情報発信は、防災行政無線や安
心メール等の複数の手段を用いている。令
和４年度から情報の入手が困難と思われる
70歳以上の高齢者のみの世帯等に戸別受
信機の条件付き貸与を新たに開始した。今
後も安心メール等の利用拡大と併せて、更

なる周知を図り、貸与条件も市
民のニーズに対応できるよう、
適宜見直し等を行っていく。

質･問
行政自らが率先して脱炭素化（二

酸化炭素削減）に取り組むべき

　化石燃焼の消費量増加は、二酸化炭素の
排出量が増え、地球温暖化の原因となり異
常気象をもたらす傾向にある。県内建設現
場では、家庭の廃油を精製した高純度バイ
オ燃料を使用する事例があるが、脱炭素化
に向けた本市の取り組みは。

市民生
活部長

国や県が掲げる脱炭素への取り組

みと足並みをそろえ実施していく

　本市では、玉名市地球温暖化対策会議を
設置し、脱炭素に向けた取り組みをできる
ところから進めている。例えば、市有施設
の照明のＬＥＤ化や空調設備の改修、リサ
イクル原料や植物由来の原料を使用した市
指定ごみ袋の作製などを行っている。また、
バイオディーゼル燃料の活用促進について

は、市本庁舎に市民が持参した家庭用食用
油の廃油を事業者に回収いただき、バイオ
ディーゼル燃料の製造に利用さ
れている。

質･問
玉名の未来を担う子どもたちが、

市政に興味・関心を持つ機会を増

やしていこう

　近年、投票率の低下に加え、議員のなり
手不足が深刻である。そこで、子どもたち
が市政に興味・関心を持つ機会を増やすた
め、３年に一度の子ども議会を毎年開催し、
その様子をインターネット配信して視聴し
てもらってはどうか。

教育
部長

子どもたちが市政に関心を持つ取

組として、子ども議会の開催方法

を工夫していく

　現在、⼦ども議会は３年に一度開催して
おり、次回は令和６年度の予定。報道され
ているように、議員のなり手不足や投票率
の低下等、政治参画に対する意識の薄れは
多くの人が感じている。⼦ども議会のイン

ターネット中継は技術的には可能だが、個
人情報保護の観点から、保護者の同意を得
るなどの条件をクリアする必要
があり、今後、それらの課題を
整理しながら実現可能な方法を
検討していく。

◦	耕作放棄地の対策
◦	玉名市の人口減少に
対する行政施策

◦	歴史博物館こころピ
アの常設展示

◦	クラリンダ市との交
流

◦	安心な学校生活とよ
りよい教育

▲『バイオディーゼル燃料
（ＢＤＦ）』の製造機と移
動式のＥＶ充電器

▲条件付きで貸し出される	
防災行政無線の戸別受信機

▲平成30年度に開催された子ども議
会の様子

令和３年度がん検診受診率

■肺がん･ １１.２％
■胃がん･ ７.４％
■子宮頸がん･１６.３％
■乳がん･ １５.０％
■大腸がん･ ８.６％

受診率向上対策として、節目年齢での
無料クーポン券配布、受診勧奨通知の
郵送、広報紙・ホームページでの周知を
行っている

市 民

民間ノウハウ

の活用

市民サービス

の向上収益還元

指定管理者

公の

施設自主事業

的確な対応

苦情・要望

利用者

（増）

現状以上の

サービスの提供

新しい

サービス

指定管理者制度の質を上げるには

情報公開
第三者機関

による検証

選定方法

の透明性

仕様書への

市民の声を反映
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その他の質問

その他の質問

その他の質問

【水俣市】

◉環境モデル都市の取り組み
◉昨今のごみを取り巻く問題	
（熊本県環境センター／水俣病資料館）
環境マイスター制度ほか特色ある取組と、家庭や事業所の
ごみ問題解決策を学んだ。

【兵庫県三木市】

◉三木金物の肥後守ツーリズム、酒米、山田錦の	 	
SAKEツーリズム等の観光資源化

【兵庫県淡路市】

◉日本遺産認定など新たな観光資源の有効活用と	 	
魅力ある観光客誘致
観光客にとって各施設間の回遊性と、体験型のパッケージ化の取組推進が参考になった。

【宇城市】

◉まちの賑わいの場を創出する施設（不知火美術館・図書館）
【宮崎県都城市】

◉⼦育て支援webサービス「COHANA」
◉母⼦手帳を電⼦化～スマホで利用可能
施設の空き状況をいつでも見て予約できる便利なサービス提供に･ ･
ついて学んだ。

【宮崎県延岡市】

◉高齢者が主役の地域コミュニティづくり
◉地域医療を守る取組
高齢者が生き生きと活動できる場づくりや、中高生対象の医療人材育成等の多角的な政策が参考になった。

先 進 地 視 察 報 告 瀬
崎･　

剛･

議
員

江
田･

計
司･

議
員

北
本･

将
幸･

議
員

前
田･

正
治･

議
員

（
創
政
未
来
）

（
創
政
未
来
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
新
生
ク
ラ
ブ
）

（
創
政
未
来
）

（
創
政
未
来
）

（
日
本
共
産
党
）

（
日
本
共
産
党
）

質･問
将来を見据えた公共施設の適正配

置を！

　厳しい財政運営の中、公共施設の適正管
理は最重要課題のひとつ。役割を終えた旧
勤労青少年ホームの今後の活用は。また、
文化センター、玉名市民図書館、玉名第１
保育所の今後の計画は。

企画経営
部長ほか

社会動向や住民ニーズを捉えて、

適宜見直し、効果的な手法で適正

配置に取組む

　旧勤労青少年ホームは解体後、イベント
時の慢性的な駐車場不足を解消するため、
駐車場として整備し、有効活用を図る。
　また、玉名市文化センター（中央公民館・
玉名市民図書館）、玉名第１保育所の今後
のスケジュールは、「まちなか未来プロジ
ェクト」において、玉名駅周辺や旧庁舎跡

地を含めたグランドデザインを
構築することとしており、その
中で事業スケジュール等を検討
する。

質･問
遊休不動産の再生活動をサポート

し、まちの活性化を

　空き店舗等に大規模な改修工事を行い、
用途などを変更し付加価値を与えることで、
まちの活性化へつなげている先進地を視察
し、大変参考になった。現在本市でも、古い
空きビルの利活用を検討されている方がい
るが、このような動きに対する市の支援は。

企画経
営部長

住民が気軽に相談できる環境を整

え、今後もサポートを継続してい

く

　令和４年度から、空き家の所有者等を対
象に、売買・管理・処分等に向けた具体的
な行動を起こすための機運醸成と空き家の
相談体制等の構築を目指して、空き家セミ
ナー及び無料相談会、空き家コーディネー
ター養成講座に併せて、具体的な利活用の

事例紹介や空き家見学ツアー等を開催して
いる。専門家団体等も含めた検討会を開催
し、気軽に相談できる環境を整
えるとともに空き家の解消に向
けてサポートを継続する。

質･問
絶対にあってはならない不適切な

保育。実態調査の結果と対策は

　保育現場では、園児の人権や人格を尊重
した適切な関わりが欠かせないが、保育士
が適切な関わり方を十分理解していなかっ
たことや、不適切な行為を誘発する、また、
改善しにくい職場環境等が問題視されてい
る。市内の不適切な保育の調査結果と対応
は。

健康福
祉部長

不適切な保育はなかったが、園へ

保護者とのコミュニケーションの

構築等を再周知

　実態調査の報告や相談等において、不適
切な保育を疑われる事案はあったが、ヒア
リングの結果、報道のような園児の心身に
直接影響を及ぼす内容はなかった。近年の
コロナ禍で、保育所等と保護者間のコミュ
ニケーションの量が減り、円滑ではない部

分がある現状を踏まえ、今後の対策として
コミュニケーションの再構築と、問題が発
生した際には市への相談または
報告を適宜行うよう園長会にも
再度周知し共通認識を図った。

◦	鳥獣被害と捕獲の状
況

◦	事業の創業・承継

◦	会計年度任用職員に
ついて

▲民家を改修し営業しているカフェ▲県環境センターでSDGsについての講義受講

▲三木市役所で観光資源化の説明を受ける

▲館内にカフェが併設された不知火美術館・図書館
（宇城市）

▲建て替えが検討さ
れている、文化セン
ターと玉名第１保
育所

質･問
立願寺地区の地滑り発生から３年

経過、玉名温泉の玄関口として早

期復旧を期待する

　令和２年７月豪雨により発生した立願寺
地区の地滑り現場は、今も劣化した土のう
が積まれた状態で、玉名温泉の玄関口とし
て景観的にもふさわしくない。まちの活性
化も考慮した早期の復旧工事が望まれるが、
今後の整備予定は。

建設
部長

権利者から対策工法の同意をいた

だき、国の災害査定を受け工事に

着手する

　対策工法に必要な用地や建物に関わる全
ての権利者から同意をいただき、設計に必
要な測量業務等を行い、併せて地元住民へ
の説明会等も適時行いながら国の災害査定
を受ける。決定後は、地権者と用地取得等
の契約を締結し、対策工事に着手すること

になるため、同意取得を迅速に進めていく。
なお、対策工事後も地滑り防止
の効果検証をするために、現地
の経過観測を継続して行う予定。

◦	玉名市岱明コミュニ
ティセンターの指定
管理

▲現在も定期的に地すべり観測が行
われている現場

１月18日

２月６日～７日

２月７日～８日

総 務 委 員 会

建 設 経 済 委 員 会

文 教 厚 生 委 員 会

委 員 会
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　天水中校区の小学校統合が進めら
れており、学校建設予
定地の視察や教育委員
会と意見交換会を実施。
文教厚生委員会を中心
に経過を注視する。

学校規模配置適正化

教育の充実教育の充実

まちづくりの充実まちづくりの充実

産業の振興産業の振興
環境の保全環境の保全

議員の会議出欠状況を公開します議員の会議出欠状況を公開します
令和３年11月13日〜令和４年12月31日令和３年11月13日〜令和４年12月31日

議会
の

取り
組み

　議員の政治的責任から、「議会見える化」として会議への出欠状況を掲載します。詳しく

はホームページでもご覧になれます。

■建設経済委員会（定数7）

■議会改革推進特別委員会（定数8）

■決算特別委員会（定数15）■議会広報広聴特別委員会（定数8）

■文教厚生委員会（定数7）

■有明海沿岸道路及び公共施設
　建設調査特別委員会（定数8）

■定例会・臨時会・全員協議会・予算決算委員会
開催数
定例会	 25回
臨時会	 5回
全員協議会	 14回
予算決算委員会	2回
合計	 46回

大
野　

豊
重

中
村　

慎
吾

浜
田
繁
次
郎

瀬
崎　
　

剛

田
浦　

敏
晴

山
下　

桂
造

立
川　

信
之

坂
本　

公
司

吉
田
真
樹
子

一
瀬　

重
隆

北
本　

将
幸

多
田
隈
啓
二

松
本　

憲
二

德
村
登
志
郎

西
川　

裕
文

江
田　

計
司

近
松
惠
美
子

前
田　

正
治

作
本　

幸
男

森
川　

和
博

中
尾　

嘉
男

田
畑　

久
吉

出席 44 46 46 46 46 46 46 43 44 40 46 46 46 46 43 44 46 46 46 46 46 46

欠席 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

遅刻・早退 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

その他 2 0 0 0 0 0 0 3 2 4 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

■総務委員会（定数8）

■議会運営委員会（定数7）

開催数	16回

中
村　

慎
吾

坂
本　

公
司

一
瀬　

重
隆

多
田
隈
啓
二

江
田　

計
司

前
田　

正
治

中
尾　

嘉
男

出席 16 15 14 16 15 16 16

欠席 0 0 0 0 0 0 0

遅刻・早退 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 1 2 0 1 0 0

開催数	3回

浜
田
繁
次
郎

田
浦　

敏
晴

山
下　

桂
造

北
本　

将
幸

多
田
隈
啓
二

德
村
登
志
郎

西
川　

裕
文

江
田　

計
司

出席 3 3 3 3 2 3 3 3

欠席 0 0 0 0 1 0 0 0

遅刻・早退 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

開催数	12回

大
野　

豊
重

中
村　

慎
吾

田
浦　

敏
晴

吉
田
真
樹
子

德
村
登
志
郎

近
松
惠
美
子

前
田　

正
治

中
尾　

嘉
男

出席 11 12 12 12 12 12 12 12

欠席 0 0 0 0 0 0 0 0

遅刻・早退 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 1 0 0 0 0 0 0 0

開催数	3回

大
野　

豊
重

中
村　

慎
吾

浜
田
繁
次
郎

瀬
崎　
　

剛

田
浦　

敏
晴

山
下　

桂
造

立
川　

信
之

吉
田
真
樹
子

多
田
隈
啓
二

松
本　

憲
二

西
川　

裕
文

江
田　

計
司

前
田　

正
治

中
尾　

嘉
男

田
畑　

久
吉

出席 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

欠席 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

遅刻・早退 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

開催数	15回

大
野　

豊
重

中
村　

慎
吾

浜
田
繁
次
郎

山
下　

桂
造

立
川　

信
之

坂
本　

公
司

吉
田
真
樹
子

前
田　

正
治

出席 13 15 15 15 15 15 15 15

欠席 0 0 0 0 0 0 0 0

遅刻・早退 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 2 0 0 0 0 0 0 0

開催数	12回

瀬
崎　
　

剛

山
下　

桂
造

北
本　

将
幸

松
本　

憲
二

西
川　

裕
文

作
本　

幸
男

森
川　

和
博

出席 12 12 12 12 11 12 10

欠席 0 0 0 0 0 0 0

遅刻・早退 0 0 0 0 1 0 2

その他 0 0 0 0 0 0 0

開催数11回

浜
田
繁
次
郎

立
川　

信
之

坂
本　

公
司

一
瀬　

重
隆

多
田
隈
啓
二

江
田　

計
司

田
畑　

久
吉

出席 11 11 11 11 11 11 11

欠席 0 0 0 0 0 0 0

遅刻・早退 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0

開催数	2回

中
村　

慎
吾

瀬
崎　
　

剛

坂
本　

公
司

一
瀬　

重
隆

多
田
隈
啓
二

江
田　

計
司

中
尾　

嘉
男

田
畑　

久
吉

出席 2 2 2 2 2 2 2 2

欠席 0 0 0 0 0 0 0 0

遅刻・早退 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

※その他欄は、重大な感染症や災害等の発生により出席不可の数

　専門家、放課後デイ、学校支援員
と意見交換を実施。今後は高校、就
労支援施設や保護者と、義務教育終
了後の自立に向けた支援の在り方を
探る。

　第１保育所建設の方向性が定まら
ず、仮園舎の延長が考えられる。文
化センターの建替えや玉名中央病院
跡地も含め考え直す必要がある。

　令和12年に民間譲渡の方針だが、
用途地域指定により施設の活用に厳
しい制限もある。市民の声を聴取し
他施設を参考にしながら検討してい
く。

　天水地区の発展と人口増加に向け
た市のアンケート結果では、公園、
遊具や水遊び場を要望する声があっ
た。また統合校に避難所も設置すべ
き。

　住民説明会への参加、地元建築士
会と懇談を行った。今後は議員５人
が参加する都市計画審議会に整備に
ついてを委ねる。

　県内外で利用者の多い公園を視察
した。利用者ニーズを把握し、大型
遊具の設置など公園のリニューアル
に取り組む必要性を感じた。

　県北病院への乗合タクシー利用者
から改善を求める声がある。通常料
金にプラスして対応する自治体もあ
り、運行業者等と意見交換を実施す
る。

　アサリ不漁には、県水産研究所を
中心に原因究明と対策に着手するも、
原因が複合的で成果も見えづらい。
県の施策と地元漁協の動きに注視す
る。

　本市は農業主体で、農産物の廃棄
や食料残渣、家畜の屎尿をバイオマ
スプラントでエネルギー変換する事
業視察や情報収集を実施、本市の課
題解決につなげる。

発達障がい等の子ども
への効果的支援の在り方

旧庁舎跡地の利活用

岱明ふれあい
健康センターの活用

玉名市の一部過疎

市内道路網の整備

魅力ある公園整備

地域の実情に即した
地域公共交通

有明海再生

玉名市の未来を創造する
SDGsの取組〜環境問題〜

市民の声を反映し市政の課題を探る
　市政調査研究会は令和４年５月に発足し、議会の機能強化と議員

の資質向上を目指すとともに、市政の課題解決に向け、市民から情

報を収集し調査研究を行い、３月24日に各調査チームの報告会を開

催しました。

調査研究から得た気づきや学び・これからの課題を紹介

議会の議会の

市政調査研究会市政調査研究会
特集
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5月 29日㈪ 議会運営委員会
6月 5日㈪ 開会

16日㈮ 一般質問
19日㈪ 一般質問
20日㈫ 一般質問
21日㈬ 一般質問
22日㈭ 予算決算委員会
23日㈮ 総務委員会
26日㈪ 建設経済委員会
27日㈫ 文教厚生委員会
30日㈮ 閉会

１	

月
18日 総務委員会行政視察

27日 議員研修会

２	

月

6〜7日 建設経済委員会行政視察

7〜8日 文教厚生委員会行政視察

14日 議員研修会

17日 議会運営委員会

20日 当初予算説明会

22日 議会改革推進特別委員会

24日 ３月定例会開会

27日 議会広報広聴特別委員会

27日 有明広域行政事務組合議会

３	

月

6〜7日 一般質問

10・13・14日 予算決算委員会

15日 総務委員会

16日 建設経済委員会

17日 文教厚生委員会

20日 玉名市玉東町病院設立組合議会

22日 市政調査研究会報告会

23日 ３月定例会閉会

29日 有明広域行政事務組合議会

４	

月
6日 議会広報広聴特別委員会

13日 議会広報広聴特別委員会

議会広報広聴特別委員会
（委員長）吉田真樹⼦	 （副委員長）坂本　公司

（委 員）

　大野　豊重　　　中村　慎吾　　　浜田繁次郎

　山下　桂造　　　立川　信之　　　前田　正治

この広報紙は再生紙および地球環境にやさしい植物油型インキを使用しています。

☆ホームページのアクセスは、検索画面で を入力してクリック！･玉名市議会･￨ 検索

　当選後初の一般質問で岩崎排水機場を取り上
げました。１年たって同じ質問をしました。理
由は市が改修しないのではなく、改修に向けて
熊本県と交渉を重ねたり、修理の段取りを行っ
たりと努力をしていることを知ってもらいたい
からです。しかしながら、このままの状況で良い
とは思いません。職員とともに改修実現にむけ
て熊本県や国に働きかけていくことも議員の使
命だと考えています。	 委員　山下　桂造

編集後記

6月定例会スケジュール
開始時刻 10：00

議会の主な動き
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質問は「まちをよくする」手段  より効果的に
　一般質問はまちをよくする手段であり、より効果的な「問い質（ただ）
す」手法を学んだ。「わが町の政策・制度は、議会で議論されるため
充実している」と市民の評価を得られるように、一般質問の質を高め
たい。	 （山下　桂造）

ＴＳＭＣ進出の波及効果や 
変革の時代を生き抜くヒントを学ぶ
　TSMCの波及効果は、玉名市にも関連企業が進出し、雇用や定住人
口の増加、経済の活性、税収増など大きく、玉名と県とのより綿密な
連携推進の必要性を言及された。印象的だったのは、教育や福祉が大
事と発言されたことでした。	 （前田　正治）

演題：政策議会の一般質問　～機能と手法を考える～

演題：玉名ならできないはずない

　【１月27日】講師：土山希美枝　氏（法政大学教授）　

　【２月14日】講師：木村　敬　氏（熊本県副知事）　

※都合により変
更になること
があります。

議 員 力 ア ッ プ 研 修 会 報 告


